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アティポンのご紹介
1995 年より当社は、高度で柔軟な電子出版ソリュー

ションを出版者にお届けしています。

私たちの抱負は、出版者の読者数を増やせるようにし、

新たなビジネスモデルを創造し、収益を増やし、コンテ

ンツを完璧に管理できるようにし、読者ともっと有効に

交流できるようにお手伝いをすることです。

アティポンのソフトウェアは、学術出版業界におけ

る基幹リンキング・システムである CrossRef に寄与し

ています。主な顧客としては、アメリカ化学会（ACS）

な ど で す。 ま た、2010 年 に は、“The New England 

Journal of Medicine” の新しいサイトを構築することに

なっています。

ワールドワイドウェブ
ワールドワイドウェブが 1991 年に始まったときには、

私たちが知らないことがたくさんありました。ジャーナ

ルが何誌あるのか、その数はどのように変わるのかを知

りませんでした。何本の論文が公表されているのか、ど

の程度の頻度で読まれているのか、読者はどんな人達な

のか、どのように評価されているのかも知りませんでし

た。世界は印刷に支配されていたため、私たちは暗闇の

中にいたのです。著者が何人いるかも、その数がどのよ

うに変わるのかも、その変動がどのように起こるのかも

知りませんでした。出版者が何社あって、それがどれだ

けの数のジャーナルを発行しているのかも知りませんで

した。そして最終的に読者が何人いて、その人数が時の

経過とともにどのように変化し、読者がどれだけの量を

どれくらいの頻度で読むかさえ知りませんでした。

デジタル革命、すなわちワールドワイドウェブの出現

によって、ダウンロードや引用パターン、コンテンツが

どのようにリンクされているのかなどを通して、自分自

身や読者、ユーザー ( 図書館や編集者など ) をより効果

的に理解することができるようになりました。オンサイ

トでの行動を観察することによって、人々がウェブサイ

トを訪問する際にどのような行動を取るのかを理解する

電子出版とインターネットの出現によって出版社は、かつてなかったほどユーザーの行動と相互に作用し合い、これ

を測ることができるようになりました。その結果、著者と読者に関与する機会は以前よりもずっと増えました。同時に、

電子的生産・流通は図書館とユーザーにとってコストが下がらなければならないと論じた人もいます。このプレゼン

テーションでは、最もシンプルな出版ソリューションと最も複雑で高度なソリューションの違いを、能力とコストの

両方から論証することを目指しています。

クリス・ベケット氏は、2007 年 2 月より、アティポンで販売・マーケティング部門のバイスプレジデントを務めています。

それ以前は、2002 年にコンサルタント会社であるスカラリー・インフォメーション・ストラテジーをサイモン・インガー

と共同設立し、出版社と仲介業者が電子製品とサービスを開発・配布する手助けをしていました。図書館と出版の分野で

30 年の経験を持ち、ブラックウェル・インフォメーション・サービスやキャッチワード、インジェンタなど、業界の仲介

業者の製品開発や販売、マーケティングの領域で上級エグゼクティブとして十分な経験を積んでいます。ベケット氏は、

電子コンテンツや仲介業者、図書館を取り巻く環境について広い範囲にわたって発言し、資格を持つ医学司書でもあります。

また、UKSG および ALPSP の会員でもあります。
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ことができるようになってきました。

ワールドワイドウェブの出現は、自分自身や読者、そ

して読者の行動を理解する助けになるだけでなく、コン

テンツを分割することを可能にしました。これが良い考

えであるかどうかは、興味深い論争でしょう。ジャーナ

ルの論文と書籍をばらばらに分け、コンテンツを再度つ

なぎ合わせ、分散されたデータの集積、共有、分析とリ

ンクさせることが、技術によって可能になりました。新

たなコミュニケーション形式やブログ、ウィキも可能に

なりました。ウェブ上でグループとして協力し合ってア

イデアを練ることもできるようになりました。さらに、

登録の有無に関わらず、ユーザーの行動を追跡すること

により、読者をより理解して販売することができるよう

になり、彼らが望むものを望むときに提供することがで

きるようになります。

コンテンツ
最近まで ALPSP の事務局長だったサリー・モリス氏

が、昨年ボストンで開かれた当社のユーザー会議に出席

しました。彼女は、コンテンツがどのように変わってい

くかを見るための面白い視点をいくつか示してくれまし

た。それは、私たちは固定した一つの「記録のバージョ

ン」にこだわるべきか、あるいは、コンテンツとは、一

つの論文に役立つ情報が満載された塊のようなものにな

るべきなのか、感想、ブログのコメント、ビデオなども

付けるか、という問いかけでした。このように、デジタ

ルな空間ではコンテンツは興味深い方法で分割され、再

集積されます。

印刷出版の時代には、ユーザーは図書館に慣れ親しん

でいるのが常でした。印刷物は図書館に送られていまし

た。そして、これが私たちが知っているすべてでした。

しかし、今ではユーザーは私たちのウェブサイトと直接

やり取りをする個人であり、彼らがやり取りをするコン

テンツはかつてのような明確な輪郭をもった作品ではあ

りません。また、ユーザーも図書館ではなく、個人レベ

ルに分解しています。それゆえ販売戦略も機関相手では

なくなり、個々の読者に焦点を定めたものになりつつあ

ります。ウェブサイト上では行動追跡という手段があり

ます。ユーザーはたとえ匿名であっても識別することが

できます。彼らを架空のグループに割り振り、マーケティ

ングを行なうことができます。最も重要なことは、出版

者はデスクトップのツールによって、このようなマーケ

ティングを行なうことができるという事実です。このこ

とはアティポン社の大事な哲学です。つまり、出版者は、

サイト管理を行なうにあたって、アティポン社に電話し

たりメールを送ったりする必要などなく、提供されたデ

スクトップツールによって最大限のことをなしうるべき

なのです。

当社のサイト
私たちが構築したサイトのいくつかについて話をし、

いくつかの特徴を指摘したいと思います。図 1 は、ブラッ

クウェル・シナジーのサイトです。6 ～ 7 年間、当社が

運営していました。現在は生きていないサイトですが、

当時は素晴らしいものでした。際立った特徴を挙げれば、

・ サブジェクトごとのブラウザ形式、

・ アクセス・部分アクセス・無料コンテンツのアイ

コンが使えるかなり複雑なアクセス管理、

・ 高度な検索・個人化ツール、ジャーナルサポート

などでした。

これはアメリカ化学会（ACS）のサイトで、今も使わ

れている新しいサイトです（図 2・3）。ACS は電子出版

ではパイオニアで、13 年間にわたって自前のシステム

を構築していましたが、バッファーにぶつかったと私は

考えています。システム構築か購入かを見定めた結果、

彼らはアティポン社を新サイトのパートナーに選びまし

た。このサイト構築の際に、ACS の編集部は、自分た

ちが保有するあらゆる論文のタイプを分析しなければな

りませんでした。驚いたことに、それは 400 種類以上

にも及びました。従って、新サイトの構築のプロセスは、

既存のワークフローに新たな方針転換をもたらすものに

なります。しかしながら、いったん構造化されたワーク

フローが導入されれば、特に構造化された XML ワーク

分類による閲
覧

高度なアクセ
ス管理

高度な検索オ
プション

個人化

書籍とジャーナル
のサポート

（図 1）
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フローがあれば、かなり面白いサイトを構築することが

できます。この点においては、ACS が取り立てて特別だ

ということはなく、どんな出版者も直面する事柄であり、

難しい課題です。

ACS は、化学分野の第一線の出版者であり、世界随一

の学会であるため、トラフィックのレベルが高く、発表

される研究成果を心待ちにして必ず読むプロフェッショ

ナルの化学者達を読者に持っていました。このことが、

ACS のサイトデザインと機能に多大な影響を与えまし

た。

化学会である以上、化学作用が最前線です。化学者

は論文全体よりも先に公式や分子構造を見たがるため、

ACS のサイトでは、これらを前面に出すようにしました。

他 に 面 白 い デ ザ イ ン と し て は、「Ahead of Print」、

「Current Issue」、「Most Cited」、「Most Read」などのタ

ブつきブラウザを用意しました。これはユーザーに好評

を博し、「Most Cited」や「Most Read」のタブは最も多

く使われています。ACS のサイトでは、できうるかぎり

図表や画像は前面に表示して、読者を容易に論文のなか

の図表や画像から論文へとナビゲートすることが可能に

なりました。

他の特徴
ACS のサイトでは、内外のリンクを示すポップアップ

の参照ボックスを表示しています。図の取り扱いをテキ

ストの取り扱いと分けたり、画像をパワーポイントへダ

ウンロードしたり、画像をもっとはっきりと見るために

拡大することができます。

関連する機能が他にも多数あります。例えば、Web 2.0

の機能を使って、論文を自分の Facebook のアカウント

や、「Digg it!」「Del.icio.us」に掲載することができます。

各ジャーナルは偶然にも、多様なルック・アンド・

フィールを持っています。わが社のアプリケーションに

よって、それぞれのページのカスタマイズも可能です。

ACS では各ジャーナルに異なるカラースキームを採用

しています。例えば、図 2 は、最大の化学ジャーナル

JACS のスキームです。

もう一つ覚えておくべきことは、これらの領域は編集

可能で、出版者が直接コントロールできるということで

す。そして、これは XML に依存せず、私たちが出版者

のために個別仕様で構築したすべてのウェブサイトに共

通の特徴なのです。

図 3 は、サイトに組み込まれているポッドキャスティ

ングの例です。もう一つの重要なポイントは、学協会で

あれ商業出版であれ、頻繁に参照されるような内容豊富

なウェブサイトを作る場合、リンクやバンドリングや販

売のために別々に参照したいと思っているすべてのオブ

ジェクトに、デジタルオブジェクト識別子を割り当てる

必要があるということです。

アティポン管理ツール
他のプロバイダーも、出版者向けの管理ツールイン

ターフェースを提供していると思います。しかし、アティ

ポン社の管理ツールは出版者の管理機能において、とり

わけ優れています。出版者はまず、コンテンツを管理し、

ロードし、チェックする必要があります。自分が販売し

ているものをどのようにも好きなように規定することが

できます。ジャーナルの購読を販売できることは重要で

すが、あるテーマを中心とした一連の論文を販売できる

ことも重要です。

ユーザーが機関であろうと個人であろうと、彼らを定

義できるツールを持つことが重要です。その後、コンテ

直接編集可
能な領域

ジャーナル
が異なると
ホームペー
ジのスタイ
ルも異なる

図をＸＭＬ符
号化すること
により、図を
特別に扱うこ
とができる

ユーザー中心デザインーリッチXML構築

（図 2）
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（図 3）
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ンツとユーザーを統合するビジネスルールを規定する必

要が生まれます。

もちろん、自分のサイトのルック・アンド・フィール

をコントロールできる必要もあるのですが、これにはも

ちろん Web 2.0 ツールの配備が含まれます。また、活

動の全てを報告できなければなりません。

理想の世界では、そして私は理想の世界に住んでいま

すが、こうした変更をリアルタイムで自分のデスクトッ

プからできなければなりません。

アティポンの管理ツールインターフェース（図 4）
これにより出版者はユーザーのアイデンティティを管

理して、IP アドレスなどからどの大学や機関であるかを、

また大学のグループからどの協会かを明らかにすること

ができます。印刷物を再現し、全く同じコンテンツを電

子的に販売するために、コンテンツのバンドルを作れる

必要があります。同時に、印刷物とは完全に異なるもの

も販売できるようにする必要もあるかもしれません。

アクセスを制御するビジネスルールを定める必要も

あります。ルールを言い換えると、「どれだけの長さ

を、いくらで」ということです。わが社の管理ツールに

は、コンテンツをロードできる領域があります。しかし、

コンテンツがメタデータを備えた PDF やフルテキスト

XML である場合にも、ビデオやポッドキャストをロー

ドするために、補足コンテンツをロードしたり視聴でき

るようにしておく必要があるかもしれません。可能性は

たくさんあります。

広告やマーケティングキャンペーンを管理・ロードで

きる必要もあるでしょう。学術界では、広告ビジネスに

身を置くことを考えませんし、収入を増やすために懸命

になることもありません。しかし ACS とその他多くの

サイトは、多くの広告の掲載スペースを持っています。

そこで、自分のジャーナルや、化学器具メーカーの機器

を販促したり、近々開かれるコンファレンスに関するコ

ンテンツを学会メンバーに知らせることもできるので

す。

Atypon Admin Tool
管理ツールにより、出版者
がデスクトップから管理でき
る

機関、個人、協会の本人確
認など

印刷物を同等に再現し、または
超えるような、販売用のコンテ
ンツセットを作成

アクセスを制御するビジネ
スルールを定める

コンテンツをロードし、有効にする
―PDFとFT XMLの両方と、補足コンテ

ンツ

広告とマーケティング
キャンペーンをロード・
管理する

（図 4）


